
第６ 公営企業の業務状況について

県が独立採算制を原則とする企業的色彩の強い事業を実施する場合は､ 法令により企業会計を設けて経理

しています｡

平成 年度末までは､ 県には病院事業､ 電気事業､ 工業用水道事業､ 観光施設事業の４企業会計がありま

したが､ 平成 年度末で公営企業としての観光施設事業を廃止したことにより､ 現在は３企業会計となって

います｡

企業会計には､ 公共の福祉の増進を目的とするとともに企業の経済性を発揮することが要請されており､

その経理の方式も､ 事業活動によって生ずる料金等の収益や人件費､ 物件費その他の諸経費等については

｢収益的収支｣ として､ 施設､ 設備等の整備に関する収支については ｢資本的収支｣ として区分経理し､ ま

た､ すべての収益及び費用をその発生の事実に基づいて経理する発生主義を採用する等の点で､ 一般会計や

特別会計と異なっています｡

なお､ 各企業会計の ｢平成 年度決算の状況｣ において記述している損益計算上の収入及び支出の金額と､

付表 ｢収益的収入及び支出｣ 中の決算額の金額が一致していないのは､ 消費税及び地方消費税によるもので

す｡

― ―



一 青森県病院事業会計

１ 平成 年度決算の状況

当年度の診療実績による延べ患者数は､ 中央病院では入院 人､ 外来 人で合計 人

であり､ つくしが丘病院では入院 人､ 外来 人で合計 人でありました｡

この結果､ 入院における病床利用率は､ 中央病院では ％､ つくしが丘病院では ％となり､ 外

来の１日平均患者数は､ 中央病院では 人､ つくしが丘病院では 人でありました｡

また､ 平均在院日数は､ 中央病院では一般病床 日､ 結核病床 日､ つくしが丘病院では 日

となり､ 病床回転率は､ 中央病院では一般病床 回転､ 結核病床 回転､ つくしが丘病院では

回転となりました｡

これを前年度と比較しますと､ 延べ患者数は､ 入院では､ 中央病院が 人 ( ％) の減少､ つくし

が丘病院が 人 ( ％) の減少､ 外来では､ 中央病院が 人 ( ％) の減少､ つくしが丘病院

が 人 ( ％) の増加となり､ 病床利用率は､ 中央病院が ポイントの増加､ つくしが丘病院が

ポイントの減少となり､ 外来の１日平均患者数は､ 中央病院が 人 ( ％) の減少､ つくしが丘病院

が１人 ( ％) の増加となり､ また､ 平均在院日数は､ 中央病院では､ 一般病床が 日の減少､ 結核

病床が 日の減少､ つくしが丘病院では､ 日の減少となり､ 病床回転率は､ 中央病院では､ 一般病

床が ポイントの増加､ 結核病床が ポイントの増加､ つくしが丘病院では ポイントの増加と

なりました｡

一方､ 経営収支の状況をみますと､ 中央病院においては､ 事業収益 千円､ 事業費用

千円となり､ 差引き 千円の単年度純損失を生じ､ また､ つくしが丘病院においては､ 事業収益

千円､ 事業費用 千円となり､ 差引き 千円の単年度純損失を生じ､ その結果､ 病

院事業会計としては､ 千円の単年度純損失を生じ､ 前年度と比較しますと､ 千円の減

少となりました｡

次に､ 建設改良の状況についてみますと､ 中央病院では､ 院舎工事及び医療器械等の整備充実を図る

ため､ 千円の事業を行い､ つくしが丘病院では､ 院舎改築・改修工事に係る設計委託料等及び

医療器械等の整備充実を図るため 千円の事業を行いました｡

これらの財源としては､ 企業債及び負担金等を充当しました｡

― ―



―
―



―
―



―
―



―
―



―
―



２ 平成 年度上半期の概要

事業の概要

今期における診療実績は､ 第 表のとおり､ 延べ患者数は､中央病院においては入院 人､ 外

来 人となり､ つくしが丘病院においては入院 人､ 外来 人となりました｡

その結果､ 入院における病床利用率は､ 中央病院では ％､ つくしが丘病院では ％となり､

外来の１日平均患者数は､ 中央病院では 人､ つくしが丘病院では 人となりました｡

― ―



―
―



― ―

経 理 の 状 況

(第 表)

予 算 収 支 表

(平成 年度上半期分)

(単位 千円)

区 分
予 算 額

収入支出額
Ｂ
未 執 行 額
Ａ－Ｂ当 初 補 正 計 Ａ

(収益的収入)

第１款 中 央 病 院 事 業 収 益

第１項 医 業 収 益

第２項 医 業 外 収 益

第２款 つくしが丘病院事業収益

第１項 医 業 収 益

第２項 医 業 外 収 益

(収益的支出)

第１款 中 央 病 院 事 業 費 用

第１項 医 業 費 用

第２項 医 業 外 費 用

第３項 予 備 費

第２款 つくしが丘病院事業費用

第１項 医 業 費 用

第２項 医 業 外 費 用

第３項 予 備 費

(資本的収入)

第１款 中 央 病 院 資 本 的 収 入

第１項 負 担 金

第２項 企 業 債

第２款 つくしが丘病院資本的収入

第１項 負 担 金

第２項 企 業 債

第３項 補 助 金

(資本的支出)

第１款 中 央 病 院 資 本 的 支 出

第１項 建 設 改 良 費

第２項 償 還 金

第２款 つくしが丘病院資本的支出

第１項 建 設 改 良 費

第２項 償 還 金

(注) 減価償却費は､ 年間所要額の２分の１を計上しました｡



― ―

青森県病院事業上半期損益計算書

(平成 年４月１日から同年９月 日まで)

上半期損益

収 入 千円

支 出 千円

当 期 純 損 失 千円

前 期 繰 越 欠 損 金 千円

当 期 未 処 理 欠 損 金 千円

医業収益
千円

医業費用
千円

収入

千円

支出

千円

医業外費用
千円

医業外収益
千円

当年度純損失
千円



― ―

青森県病院事業貸借対照表

(平成 年９月 日現在)

前期末残高 期 中 増 減 当期末残高

資 産 千円 △ 千円 千円

負 債 千円 △ 千円 千円

資 本 千円 千円 千円

流動負債
千円

固定負債

千円

負債

千円固定資産
千円

資産

千円 資本

千円

資本金
千円

流動資産
千円

繰延勘定 千円

剰余金 千円



―
―



二 青森県電気事業会計

１ 平成 年度決算の状況

平成 ７年度は､ 年間目標電力量を キロワットアワーと計上しましたが､ 供給実績は

キロワットアワーとなり､ 目標電力量を ％上回る結果となりました｡ これに伴い､ 電力料金収入も

３億 万２千円となり､ 予算目標電力料金収入３億 万２千円に対し､ ％の増となりました｡

一方､ 経営収支の状況においては､ 事業収益３億 万２千円に対し､ 事業費用３億 万２千円

となり､ 差引き 万円の純利益を生じました｡

― ―



―
―



―
―



―
―



２ 平成 年度上半期の概要

事業の概要

今期における発電実績は､ 契約電力量 キロワットアワーに対し､ 供給電力量は

キロワットアワーとなり､ キロワットアワーの減となりました｡ これに伴い､ 電力料金収入

も１億 万７千円となり､ 契約電力料金収入１億 万３千円に対し､ ％の減となりました｡

― ―



―
―



― ―

区 分
予 算 額

収 入 額
支 出

未 執 行 額
当初予算額 補正予算額 計

(収益的収入)

第１款 電 気 事 業 収 益

第１項 営 業 収 益

第２項 財 務 収 益

第３項 営 業 外 収 益

(収益的支出)

第１款 電 気 事 業 費 用

第１項 営 業 費 用

第２項 財 務 費 用

第３項 営 業 外 費 用

第４項 予 備 費

(資本的支出)

第１款 資 本 的 支 出

第１項 建 設 改 良 費

第２項 企 業 債 償 還 金

△

(注) 減価償却費は､ 年間所要額の２分の１を計上しました｡



― ―

収
入

支
出

営業収益 ％

■■■■■■■■営業費用 ％

当期純利益 ％

財務費用 ％

青森県電気事業上半期損益計算書

(平成 年４月１日から同年９月 日まで)

青森県電気事業貸借対照表

(平年 年９月 日現在)



― ―

(第 表)

企 業 債 明 細 書

(平成 年９月 日現在)

(単位 円)

種 類 発 行 総 額

償 還 高

未償還残高
前 年 度 末
償 還 高 当期償還高 償還高累計

借
入
資
本
金

財 務 省

公 営 企 業 金 融 公 庫

合 計



三 青森県工業用水道事業会計

１ 平成 年度決算の状況

工業用水道事業は､ 八戸工業用水道事業及び六ケ所工業用水道事業を実施しております｡

八戸工業用水道事業では､ 平成 年度は年間給水予定量 立方メートルと計上しましたが､

供給実績は 立方メートルとなり､ 給水予定量とほぼ同量となりました｡ これに伴い､ 給水料

金収入は９億 万６千円となり予算計上給水料金収入９億 万５千円とほぼ同額となりました｡

一方､ 経営収支の状況においては､ 事業収益８億 万８千円に対し､ 事業費用７億 万２千円

となり､ 差引き１億 万６千円の純利益を生じました｡

六ケ所工業用水道事業では､ 平成 年度は年間給水予定量 立方メートルと計上しましたが､

供給実績は 立方メートルとなり､ 給水予定量に対し ％の減となりました｡ これに伴い､ 給水

料金収入は 万８千円となり､ 予算計上給水料金収入 万４千円に対し ％の減となりました｡

一方､ 経営収支の状況においては､ 事業収益 万円に対し､ 事業費用 万１千円となり､ 差引

き 万１千円の純損失を生じました｡

― ―



―
―



―
―



―
―



―
―



２ 平成 年度上半期の概要

事業の概要

八戸工業用水道の今期の給水実績は､ 当初予定の給水量 立方メートルに対し､

立方メートルとなり､ 立方メートルの増となりました｡ これに伴い､ 給水料金収入も４億

万７千円となり､ 予算計上給水料金収入４億 万２千円に対し 万５千円増となりました｡

六ケ所工業用水道の今期の給水実績は､ 当初予定の給水量 立方メートルに対し､ 立

方メートルとなり､ 立方メートルの減となりました｡ これに伴い､ 給水料金収入も 万２千

円となり､ 予算計上給水料金収入 万２千円に対し 万円の減となりました｡

― ―

(第 表)

給 水 実 績 表

(平成 年度上半期分)

八戸工業用水道

区分

月別

基本使用水量
Ａ
特定使用水量

Ｂ
超過使用水量

Ｃ
減免使用水量

Ｄ

料 金 対 象
使 用 水 量
Ａ＋Ｂ＋Ｃ－Ｄ

給 水 料 金

４ 月

５ 月

６ 月

７ 月

８ 月

９ 月

計

六ケ所工業用水道

区分

月別

基本使用水量
Ａ
特定使用水量

Ｂ
超過使用水量

Ｃ
減免使用水量

Ｄ

料 金 対 象
使 用 水 量
Ａ＋Ｂ＋Ｃ－Ｄ

給 水 料 金

４ 月

５ 月

６ 月

７ 月

８ 月

９ 月

計



― ―

経 理 の 状 況

(第 表)

予 算 収 支 表

(平成 年度上半期分)

(単位 千円)

区 分
予 算 額

収 入 額
支 出

未 執 行 額
当初予算額 補正予算額 計

(収益的収入)

第１款 八戸工業用水道事業収益

第１項 営 業 収 益

第２項 営 業 外 収 益

第２款 六ケ所工業用水道事業収益

第１項 営 業 収 益

第２項 営 業 外 収 益

(収益的支出)

第１款 八戸工業用水道事業費用

第１項 営 業 費 用

第２項 営 業 外 費 用

第３項 予 備 費

第２款 六ケ所工業用水道事業費用

第１項 営 業 費 用

第２項 営 業 外 費 用

第３項 予 備 費

(資本的支出)

第１款
八 戸 工 業 用 水 道 事 業
資 本 的 支 出

第１項 建 設 改 良 費

第２項 企 業 債 償 還 金

第２款 六 ケ 所 工 業 用 水 道 事 業
資 本 的 支 出

第１項 建 設 改 良 費

第２項 企 業 債 償 還 金

(注) 減価償却費は､ 年間所要額の２分の１を計上しました｡



― ―

収
入

支
出

営業収益 ％

■■■■■■■■営業費用 ％
当期純利益
％

営業外費用 ％

資 産

■■■■■■■■固定資産 ％ 流動資産 ％

負債 資 本

固定
負債
％

■■■■■■■■■資 本 金 ％ 剰余金
％

青森県工業用水道事業上半期損益計算書

(平成 年４月１日から同年９月 日まで)

青森県工業用水道事業貸借対照表

(平成 年９月 日現在)



― ―

(第 表)

企 業 債 明 細 書

(平成 年９月 日現在)

(単位 円)

種 類 発 行 総 額

償 還 高

未償還残高
前年度末償還高 当期償還高 償還高累計

借

入

資

本

金

財 務 省

公営企業金融公庫

八 戸 工 業 用
水 道 事 業 合 計

財 務 省

公営企業金融公庫

六 ケ 所 工 業 用
水 道 事 業 合 計

合 計



四 青森県観光施設事業会計

１ 平成 年度決算の状況

平成 年度は､ 県営浅虫水族館の年間目標入館者数を 人と計上しましたが､ 入館者実績は

人となり､ 目標入館者数に対して ％上回る結果となりました｡ 入館料収入は２億 万７千円となり､

予算目標入館料収入２億 万１千円に対し､ ％の増となりました｡

一方､ 経営収支の状況においては､ 事業収益５億 万５千円に対し､ 事業費用４億 万８千円

となり､ 差引き 万７千円の純利益となりました｡

― ―

(第 表)

業 務 実 績

月 別 実 績

月 別 人 員 金 額

４ 月

５ 月

６ 月

７ 月

８ 月

９ 月

月

月

月

１ 月

２ 月

３ 月

計

予 算 目 標

比 率 ――

参

考

無料入館者数 (幼児等)

総 入 館 者 数

―

―

(注) ( ) 内の数値は､ 消費税及び地方消費税抜きの金額です｡



― ―

入 館 券 別 実 績

区 分 料 金 人 員 金 額

個

人

一 般

小 ・ 中 学 生

幼 児 等

小 計

団

体

一
〇
～
二
九
人

一 般

小・中学生

計

三
〇
人
以
上

一 般

小・中学生

計

学

校

団

体

一 般

小・中学生

計

幼 児 等

小 計

そ の 他

合 計

(注) ( ) 内の数値は､ 消費税及び地方消費税抜きの金額です｡



―
―



―
―


